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IGS理事会報告

IGS理事赤木俊允

1995年9月28日、 1G S理事会はフランスのボーヌ (Beaune)で開催された。ちなみに、この日

は同会議場で9月27 ~~ 28日開催された iRENCONTRES95Jと称する第2回フランス・ジオシンセテ

ィックス会議の第 2日目に当る。なお 1G S役員会は同所で9月27日に行われた。

出席者:C. 1. F. P. Jones会長、 R.K. Rowe前会長、 R.Bathurst副会長、 P.E. Stevenson事

務局長、 W.Voskamp経理担当理事の各役員、および T.Akagi、D.Cazzuffi、B.Christopher、

M. Fukuoka、JP Gourc、G.Heerten、C.Lawson、P.Rimoldiの各理事

]) マイルズ (B.Myles)元理事が提出したシンガポール会議に関する意見書によれば、 1G S 

主催の会議における展示関係者たちの聞には相当な不満があることが示されている。法人会員や

展示者たちの要望に応え関心を増強するための方策について、将来の組織委のためにガイドライ

ンを作成してくれるよう、マイルズ氏に要請することを前回理事会で決定したのであるが、多忙

を理由に拒絶された。この件については、 1G Sの欧州活動委のへールテン委員長がその任に当

ることととなり、来秋の第 1回欧州会議に向けて早急に新方針を打ち出し、この会議での経験を

踏まえガイドラインの作成を行うこととなった。

2) 1995年の 1G S会員総数は、個人会員1461名 (57ヶ国)、法人会員59社、学生会員121名、後

援者 2名、支部12。

3) 法人会員の社名が変更された場合は、旧法人名での入会年を一旦取消し、新たな法人会員と

して入会年度をその時点に変更してきたが、今後はその法人会員の希望を問い合わせてどちらか

に決めることにする。この件については、 IGSNEWSでPRする。

4) 学生会員の会費は、支部がこれを集め学生会員のために使う、 1G S本部は会費を徴収しな

いが学生会員として名簿に記載する、との既定方針を確認した。これを各支部に通知し周知を計

る。

5) 1996年9月30日一 10月2日、オランダ・マーストリヒ卜で開催される第ー回欧州地域ジオシ

ンセティックス会議(略称:EuroGeo 1)については、その準備もほぼ順調に進行しており、来年

2月にはブレティンNO. 2を発行する予定である。また、 1S 0のジオテキスタイル担当の小

委員会 (TC38/SC21)からの申し出を受け、 IGSとの合同会議を 9月27日に開催する

こととなった。なお、 9月28，29日には、同所においてそれぞれ 1G S役員会、理事会を開催す

内

δ



る。

6) 前回理事会に初めて提出された倫理綱領 (Codeof Ethics)の改訂案が審議された。改訂案

は IGSNEWS本年7月号 pp.7-8に示されている通りであるが、自明に過ぎるもの、意味

が不明瞭なもの、文章が長すぎるもの、等が指摘され討論された。その結果、もっと明確で簡潔

な表現に訂正した後、ジョーンズ会長およびジル一、ロウ前会長の 3人が早急にレビューするこ

ととなった。これを本年11月号の IGS NEWSに載せて PRし、全会員から広く意見を徴収

した後、来夏の郵便投票(理事選挙と同時)にかけることとなった。

7) 来年は理事の交替年であり、 T. Akagi、B. Christopher、R. A. J ewell、C. Lawson、の 4

理事の任期が終了する。来年の夏8名の新理事を選ぶ選挙が郵便投票によって行われるが、その

ための立候補募集の公告を本年11月号の IGSNEWSに載せて PRする。

8) 1 G Sの正式な会計監査(audit)は、米国のCPAである公認会計士により隔年に実施され

ることとなっているが(中間年には略式監査 reviewが行われている)、今後は auditを毎年 1

回行うこと、またそのための支出が約1000米ドルとなること、を承認した。また監査報告は、

IGSNEWSに載せることとする。

9) ルーマニア、ブラジル、南アフリカにおいて支部結成の可能性がある、との報告があった。

ルーマニアのグループについてはジョーンズ会長が、後2者についてはバタース卜副会長が連絡

.推進に当る。

10)法人会員の優遇策として、会議時の展示会において非会員より出展料を大幅に安くするとか、

出展する法人会員には数名分の会議登録料を無料にするとか、インターネットの 1G Sホームペ

ージに法人会員のプロフィルを組み込むとか、の具体策を法人会員・委員会で検討する。

11) 2002年の開催が予定されている第7回国際ジオシンセティックス会議(略称:7 1 G C)に

対して、フランス支部から招待の意志表示があった。支部長の JP Gourc教授と RENCONTRES

95組織委員長の PhDelmas氏から、理事会に対して提案説明があった。なお、この会議の招待

に関しては、インドからもその意向が伝えられている。招待の提案は来年6月30日まで受け付

け、来年9月29日の理事会で決定される。

12)出版関係: a) カズフィ理事が作成した「ジオメンプレンに関する諸基準のリスト

(Inventory on Geomembrane Standards: A4版45ページの原稿)Jが配布された。来年2月末ま

でコメン卜を受け付け、その後調整して 4月末までには出版する。 b)ローソン理事による(ジ

オシンセティックス関連の機能、術語、数式記号、図式シンボル:第 3版 (Recommended

Descriptions of Geosynthetics Functions， Geosynthetics Terminology， Mathematical and 

Graphical Syrnbols)J追加分の原稿は、 CENおよびASTMの技術委員会によって既にレ

-4-



ビューされたもので、予め 1G S理事全員に配布されていた。特に異論はなかったが、本年10月

末までコメントを受け付けた後、 1G Sの小冊子として出版することで了承。 c)クリストファ

理事による「論文と要旨の書き方 (Guideto Writing Papers and Abstracts)Jの原稿が近々完

成する予定であるので、全理事はこれをレビューして来年1月末までにコメントを寄せる。

13)バタースト副会長からの報告: a)本年6月インターネットに開設した 1G Sのホームペー

ジに対しては、既に相当数のEメールによる好意的な反応が寄せられている。 b)新学会誌の

Geosynthetics Internationalの購読数が伸び悩んでおり、なんらかの対策が望まれる。 c)従

前からの学会誌 G & G については、発刊元の Elsevierに対し、 1G Sの主旨をもっと徹底

する必要があり、ジョーンズ会長がこれに当る。

14)教育委からの報告:a)ホルツ理事が作成した今後の活動方針案 (EducationalActivities， 

Plan of Action: A4版5ページ)は、 IGSNEWS本年7月号 pp.8-9に示されている通り

であるが、理事会としてこれを了承。 b)今後ジオシンセティックス関係のビデオとスライドの

作成およびその効果的な配布に力を入れる。 c)そのテーマには、廃棄物の密封、補強土壁、斜

面、浸食防止、排水、水理学的用法、を取り上げる。配布先については、学生支部やジオシンセ

ティックス関係の科目を教えている大学を優先するが、各支部の意向も打診する。 d)スライド

は既存のもの(例えば、米国のFHWAや 1F A 1が作成したもの)があるので、まず廃棄物の

密封と水理学的用法の2テーマについて、これらを蒐集し50枚程度に編集して、本年末までに

1 G Sスライド教材を作成する。 e)この他各方面に対し、ジオシンセティックスに関連するス

ライドの提供を求める。

15)前回の表彰委からの申し出を受け、 a) 36才以下の若い会員を対象とする賞の名称から

Achievementという語を取り除き、今後は IGSYoung Members Awardとする。 b)過去2回の

表彰に当って SpecialFinalist Recognition Diplomaという次点賞が授与されたが、これは規

約にもなく望ましいものとも思われないので、今後は廃止する。

16)福岡理事より新たに 1G S内に技術委員会(仮称: Design Review Commi ttee)を設ける提

案が出された。ジオシンセティックス関連工事の設計・施工に役立つケースレコードの解析を行

う、野外観測と室内試験方法の統ーを計る、各支部にもこのような技術委を設け世界各地での経

験の集約を計る、という内容である。これについては、福岡理事、ジョーンズ会長、バタース卜

副会長、ロウ前会長、龍岡理事で構成する特別委員会を設け、更に具体的なプロポーザルを作成

し予算要求を付して、次回理事会に提出し検討することとなった。[注:日本支部内では、福岡

支部長の提案に基つ@き、これに相当する技術委員会として本年既に、龍岡教授を委員長とする

「構造解析の実用化」委員会が発足している。]

17)ジオシンセティックス関連の道路・舗装ビデオの製作作業が進行中である。予算は20，000米

ドルであるが、現在のところ、スポンサーとなる 6社からの寄付金9，350ドルと日本支部からの
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拠出金5，000ドルとで、計14，350ドルの資金が寄せられることになっている。

18) 1995年度の予算137，550米ドルに対し、 9月25日現在の執行額は102，669ドルである。残額の

うち25，000ドルは、役員会の承認を得れば、 1G Sの学会および委員会の活動費として使用する

ことカ〈できる。

19) 1996年度の予算は、収入125，150ドル、支出122，350ドル、ということで承認。 1995年度予算

に対比して、その細目は次表の通りである。

1 G S年間予算(米ドル表示)

1996年度 1995年度
収入の部

会費:支部よりの送金分 1400 x 30 42， 000 67，500本
個人会員より直接 250 x 45 11， 250 
法人会員 62 x 1000 62， 000 62， 000 
学生会員 200 x 0 。 。
利息 5，000 5，000 
後援者 2 x 200 400 800 

その他 4，500 2，250 

総計 125， 150 137，550 

支出の部

旅費 14，000 10，000 
IGSNEWS 15， 000 17，000 
展示用ブース 4，000 1， 500 
学会PR活動 8，000 15，000 
会員名簿 14，000 12，000 
表彰委員会 4，000 
表彰・賞 7，500 。
事務局(給料、サポ ト、用品) 34， 750 34， 750 
通信 9，600 8，000 
委員会

税金 3，500 3，500 
支部支援 20， 000本
その他 8，000 15，800 

総計 122，350 137，550 

1995年度の*印を付した数字は、 1996年度からは個人会員年会費のリベー卜分15 ドルを差しヲ I~ 、

て本部に送金することになったための相違である。
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20)次回の理事会は、 1996年9月29日、オランダ・マ ストリヒ卜で開催される第一回欧州地域

ジオシンセティックス会議の直前、同所で行われる。

(以上)

ニュース速報: r龍岡教授、マーサ-・レクチャラーに」

来年度のマーサー・レクチャラーに、 IGS理事の龍岡文夫・東京大学工学部教授が選ばれた。

96年9月30日 10月2日の第一回欧州地域ジオシンセティックス会議(於オランダ・マ ストリ

ヒト)と11月12--14日の 1S一九州(於福岡市)、そして97年3月11.13日のジオシンセティッ

クス97(於アメリカ・ロングビーチ)において、マーサー・レクチャ としての特別講演を3回

行う予定になっている。龍岡教授にとっては、昨年の 1G S賞の受賞に次ぐ快挙であり、我が日

本支部にとっても大きな誇りとなる慶事と云えよう。

マーサ ・レクチャ は英国のネ卜ロン社がスポンサ となって創設されたものであるが、国際

ジオシンセティックス学会(1 G S)と国際仁質基礎工学会 (ISSMFE)を代表する選考委

員会によって、ジオシンセティックス関連で近年最も顕著な功績を挙げた研究者の中から選ばれ

る。初回は米国のカ ナ 教授 (R.M. Koerner)、2回目はフランスのグルク教授(JP Gourc)、

龍同教授は3人目の栄誉に輝いたわけである。龍岡教授に対し衷心よりおめでとうを申し上げる

と共に、今後一層のご活躍に期待する次第である。
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